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甲虫ニュース :::ier2。。7
COLEOPTERISTS' NEWS

ピレネ一山脈のフランス側における冬季オサムシ採集の結果

山 崎 亮 -

Results of the winter collection of the Carabus tar9etin9 on the
French Pyrenees

Ryoichi YAMAZAKI

は じ め に

2003 年4 月より1 年間, フランスとフランス語圏アフリカに仕事で滞在した折に, 2003 年末より翌年春に
かけて, 週末の休日にビレネ一山脈のフランス側でオサムシ採集 (オサ堀り) を行った.  ピレネ一山脈におけ
る邦人によるォサ堀り 記録は少ないと思われるので ここ1こその結果を報告する. なお, 筆者ll今回の一
の調査に先立つ約g 年削の lgg4 年 l l 月にも, 一度だけ, ピレ不一 ' オリエンタル (Py「6n6eS-0「ien taleS)
方のカルリット山(pic carlit) の西側(残念ながら標高不詳) で1 度だけオサ堀りを行った経験がある・ この時
の結果も未公表であるため, 今回は, その結果もあわせて報じることにする.
なお, 採集したォサムシの和名と, 種別の記載順は井村 (他)1' に準じた. 学名を本文ではFORELetat・2' を
参照しなだら亜属名以下について表記した.
また,  フランス・ ビレネ一地域は東から順にビレネー ・ オリエンタル, アリェー ジュ(A「ie9e),  オート ' ガ

図 l   採集地点
1オート . ゥ'ァレスヒルの森, 2 、レの森,   3 カルカネの森, -l カルリッ ト山, 5 プラサックの森, 6 ジュセ '

ディソ'一の森,   ? ガの森,  8 ソーウ'テールの森,  9 バロニエの森,  10イソノーの森,  jtアルバイュの森,  」eアイラ
の森
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写真 l ヒ レネー山脈のフランス側て係集したオサムシ
1) マルオサムシ,  2) コプスシキンイロオサムシ,  31  ヒサコオ
サムシ,  4) ムラサキキンオサムシ,  5) スフレンテ'ンスコガネオ
サムシ,  6) コガネオサムシ,  7) ルーテ ィランスコ力'ネオサムシ

ロ ン ヌ (Haute-Garonne), オー ト ・ ビレネー (Hautes-Py ren6es), ピレネー ・ ア ト ラ ンテ ィ ッ ク (Pyrenees-
Atlantiques) に分かれるが, 筆者による採集地点 (図 l ) はこの4 地方の全てにまたがった. 以下の同一種内
における採集地点は,  東から西の順に配列してある.
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採集の方法
現地でレンタカーを借り, 借りた車を運転しながら採集するポイントを探し, ポイントが見つかった時点で
オサ堀りを行った. 採集するポイントとして最もょぃ成果をあげることができたのは倒木の根についている土
で, 朽木がそれに次いだ.

11
2)

採集したオサムシと関連データ
l)  マルオサムシ Archicarabus nemoral is MCLLER, 1764.

2 6Sl ?,  アリ ェ一ジュ地方のブラサックの森(Foret do Brassac), 標高950 m地点,  10. 11.2004
l f ,  オート ・ カロンヌ地方のガの森 (Foret du Gat),  標高 700m地点, 5. 111.2004.

2) コプスジキンイロオサムシ Autocarabus cancellatus ILLIGER, l798
3 ,  オート ・ ガロンヌ地方のガの森, 標高700 m地点, 5. m 2004.

3) ヒサゴオサムシ Mesocarabus problematicus HERBST, 1786.
11 4 ♀,  ピレネー・ オリエンタル地方のオート・ ウァレスビルの森(Foret desHaut Vallespir), 標高

1,200 m地点,  25. 1.2004.
1 ・  ピレネー  ・  オリエンタル地方のバレの森 (Feret  de  Barres),  標高 l,650  m地点,  13.  XI I2003

4) ムラサキキンオサムシ Megodontus purpurascens FABRlclus, 1787.
2 ,  ピレネー ・ オリエンタル地方のオート・ ウァレスビルの森,  標高1,200m地点, 25. 1.2004.
4 4 ,  アリェー ジュ地方のブラサックの森,  標高 950 m地点,  10. 11.2004.
l f ,  ピレネー・ アトランティック地方のイッソーの森 (Foret d'Issaux), 標高700m地点,  7. 111.2004
lc,''',  ピレネー ・ アトランティック地方のァイラの森(Foret d'Hayra),  標高600 m地点,  l4. m 2004.

5) スプレンデンスコガネォサムシ Chrysocarabus splendens OLl、'foR, 1790.
lc,''',  アリ ェージュ地方の力ルカネの森 (Foret du Carcanet),  標高1,100 m地点,  17. 1.2004.
2c1?c,1'' 7 早十 lex., ピレネー ・ オリエンタル地方のカルリッ ト山西側,  13. XI i994.
2 5 + lex., アリェージュ地方のブラサックの森,  標高950 m地点,  10. 11.2004.
l ・  オート ・  ガロンヌ地方のジュゼ・  ディソーの森 (Foret  de  Juzet  d'Izaut),  標高 950 m地点,  lt.  11

2004.
4 8♀・  オート ・  ガロンヌ地方の力の森,  標高 700  m地点,  5.  111.2004
2 l ｽ オート ・ ガロンヌ地方のソー ウテー ルの森 (Foret de Sauveterre),  標高 900 m地点,  5. 111.

2004.
11 10 ,  オート ・ ピレネ一地方のバロニ工の森 (Foret des Baronnies),  標高650~700 m地点,  6.

m 2004.
l f 2- ,  ビレネー ・ アトランティック地方のアルバイュの森 (Foret des Arbai lles), 標高 700~ 800 m地

点,  13. m 2004.
2 ,  ピレネー・ アトランティック地方のアイラの森,  標高600m地点,  14. m 2004.

6) コガネォサムシ Ch'ysocarabus punctatoauratus GERMAR, l 824.
5 5♀ + lex., ピレネー ・ オリエンタル地方のカルリット山西側,  13. XL1994
2 3 ,  アリェージュ地方のブラサックの森,  標高950 m地点,  10. 11.2004.

7)  ルー ティランスコガネォサムシ Chrysocarabus rut11ans DEJEAN, l 826.
l ・  ピレネー  ・  オリエンタル地方のカルリッ ト山西側,  l3.  X I i 994
3 5♀・  ピレネー・ オリエンタル地方のオート・ ウァレスピルの森,  標高 l,200m地点,  25. 1.2004

引用文献

FOREL, J. & J. LEpLAT, 1995. Les Ca rabes do F rance. Sciences nat. Venet te (France)
井村有希・ 水沢清行,  1996. 「tl i界のオサムシ大図鑑」むし社.

(後記)
それぞれの種の形質, 形態の地域変異,  さらには生態に関する邦文によるまとまった記述は,  これまで少な
いようなので, 今後, 欧文の既往文献や筆者による採集体験をもとに, 折を見ながらいくつかの種を対象にこ
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れらの点を考察したい.
なお, FoRELet al '' が種別に作成した分布図によると, 以トの l l 種のオサムシは,  フランス ' ヒ レネ一地
域の全域または 一部の地域を生息地としているか,  上記の調査を通じては採集されなかった.  アカガネオサム
シ(Carabus granutatus), カザリオサムシ(Morphocarabus momtis), ニセミヤママルオサムシ (Arc1licarabus
pseudomonticota), ヒレネー キンイロオサムシ (Autocarabus cnstofoni), キンイロオサムシ ( Autocarabus
auratus), ヒメダルマオサムシ (Tomocarabus cont,e::uis), イベリァヒサゴオサムシ(Mesocarabus tusitantcus),
ァカスジハ ネオサムシ (1t1labdotocarabus melanchoticus), イペリァオオズオサムシ (1niopachys pyrenaeus),
イベリァコカ ネオサムシ (Chr、,socarabus l ineatus), シワムナビロオサムシ (Macrothorax rugosus).

(酪農学国大学・ 農業経済学 '31.攻)

0滋資県からのトモンチビオオキノコの分布記録
者はトモンチビオオキノコ 「 nfoma asa加'1a i

NAKANE, 1950を滋賀県において採集したので報 ti
する. 滋ei県のi i虫類の記録 (新保, l991) には本
種の記録が見当たらないことから, 滋賀県における
分布初記録と考えられる.
ト モ ン チ ビ オ オ キ ノ コ T r itoma asa1z加a l

NAKA、,E. l950, 6exs., 滋賀県東近江市永源寺町l l
集尾 (標高700m), 23. VI 2007, 採集は筆者.
全個体を落枝上にはえたキノコ要面から採集し
た.  このキノコについては写真を ]、した力',  多孔願
科のオシロイタケ属(0ligoporus) の一一種である可
能性か高い. 採集時に数個体を逃力1 したため, ・'i i過
に同地を れ, 追加個体を得ようとしたが, 来集は
認められなかった.  その後, 7 月 7 日 (採集Hから
14 目後) に1方れた折には, このキノコは完全に溶け
さ っていた.
トモンチビオオキノコは NAKANE (1950) により

ト モンチヒオオキノ コ

オシロイ タケ (01igoporus l?) t1)  ・ f

東京都の高尾山の標本に基ついて記繊された. 本州
と jL州の分布記録力'あり (佐々 治,  1985), 府県単
位の記録では, Type locality (高尾山) の東京部以
外では, 神奈川県, 奈良県 (和佐又山) および福岡
県からの記録が認められる.
なお, キノコについてご教示いただいた長崎泰則
さん (大津市) に記してお礼中し上げる.

引用文献

、'AKA、'E. T ., l 950. e、 or l ittle kno、vn C0leoptera from
Japan and its adjacent regions II. - Erotylidae - .

En1. Ret,. Japan, 5(1 ): 6-13.
l l 本lll rl,、f会, 2007. 和l Ill ,装fil ii !911 ほ1. 地域lll j「
然' ・ l3) : ll・ i

f/,々 if-i t i之, l985. オオキノコムシ科. 原色l l 本111【l!図鑑,
III ('.1'.IV,i'119-, ク、松定成, fit:々 治l l 編 ) : 2 17- 229
(pls 35-37). 保 fl' l., 大販.

新保1又.と,  l991. 1室 資11,、v) i t◆11. 相(111. 1望「i ll.1- 「l 然 ;.t,
1791 - l845. 選資lt1 自然保d' 仡[・11

( 滋賀県蒲生郡安土町,  山本雅則 )
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0奥多摩の力ミキリムシ5 種の記録
興多 地域で得られたカミキリムシ5 種につい
て報告する.
1. ケ ブ カ マ ル ク ビ カ ミ キ リ A ti mi a ok ava-

mensis HAyAsH1 (図1)
l。', 東京部西多 部l 恆 町目原, 4. X 2006,
源河採集 (材採取,  26. VI 2007 羽化脱出) ; l ex.,
同地, 21. X 2006, l ex., 同地, 16. VIII 2007, 土岐
採集.
ネズミサシの結枝及び樹幹上部の樹度下より得ら
れた.  当地の個体はかってHAYAsHI( l972) により
ヒメケブカマルクビカミキリ Attmia fujimurai と
して記載されている. 東京部からは HAYAsHr
(1972), 源河(2007) に続く 3 例目の記録である.
2. アラメハナカ ミキリ Sachalinobia koltzei

(HEIDEN) (図2)
2?'3 9 , 東京部西多摩部奥多摩町小◆-取山 ( 標高

1,900 m付近), 26. VI 2007, 源河採集.
マツ科針業樹のやや占い立ち結れ上をf非'個してい
た個体か得られた. 近隣では埼玉県大滝付 (現秩父
市) I日十文字小屋 (斉藤, l978), 山製県大言維 (酒
j i;, 1968) などで記録力'あるが, 東京都からは初記
録と思われる.
3. クモマハナカ ミキリ E:t,odinus borea li s (GYL-

LENHAL) (図3)
l 1, 山梨県北部留部月一波山付石尾根縦走路 (標高

1.700 m付近), 22. VI 2003, 土岐採集; 2(f l ・  東
京部西多摩郡奥多 町ヨモギノ頭 (標高1,800 m付
近), 26. VI 2007, 源河採集.
いずれもナナカマドの花より得られた. 寺山

( l980) は埼玉県大滝t、! (現秩 '?市 ) l l取山山頂から
記録したが, 東京部からは初記録と思われる.
4. ブチヒケ'ハナカミキリ Sficfoiep加Ma t'an loo-

mis (DALMAN)
l ?、 東京部西多摩部奥多摩町小 i i 取I l l ( 標高

1 2

l

No. l 60 (Dec 2007)

1,900 m付近),  28. VII 2007, 士.岐採集;  let',  同
地, 28. VII 2007, 是立採集.
針集樹の立ち結れに産卵中の個体および林緑をfi
期中の個体が得られた. 東京都からは郷・ 郷l l 970)
の記録かあり, それに続く 2 例日の記録であると思
われる.
5. クロ ニセリ ンコ'力 ミキ リ Eumecocera un-

z'co lor (KA、' o)
1  , 東京都西多摩郡奥多摩町石尾根縦走H  (  標

l,700m付近),  22. VI 2003, 土岐採集;  19, 東京
部西多摩郡奥多摩町日原 (標高1,000m付近),  8.
VIL2007, 源河採集.
広集樹の生集のスウィー ビングおよびシナノキ生
葉で得られた.  目本産ヵミキリ大図鑑 ( 日本 地目
学会編, l984) では東京部にも分布するとされてい
るが, 具体的な記録は見出せなかったため,  ここに
報告する.

参考文献

源河正明, 2007. l更多l f町l l原地域の力ミキリムシ(.' )‘ll録
(2002~2006 年), EXa lIA,6: l -20.

HA、'AsH1, M..  l 972. Studies on Cerambycidae from
Japan and i ts ad jacent regions loci ), XIX. The E;110-
mo1ogicat Ret,icu, of /at)an, 24: 25-.l l .

郷 速・ 郷 直Iii, l970. 1?多呼ヵミキ '1111_?通加l21. は
ばたき, (97): 8-9.

l I本fifi通l l ''f:会 , 198.1. 11 本産ヵミキリ大図;?, 565 pp.
ISI,ii t .

用秦上1l J、,  l 978. 1,11 I :ll,1のl ll !11. i,f l i v,1 .動物 ,誌お, l集 -L1会
, i‘f 11111・動物,i i , 213-258. i‘f l :!1,1教育委t1会, 1‘f l、.

1門I t- f l:,  l 968.  大,,MI てァラメハナカミキリを採る. Il l
ニュース, ( l ): 2.

f山 ・」 ,  l 980. i'1111,1・のクモマハナカミキリ t1)u?録.  11
fl」むし, (l l6): 38.

( 東京農工大学大学院農学府,  源河正明)
( 東京大学大学院農学生命科学研究科,  土岐和多瑠)

(東京農工大学農学部,  足立 康)

図 l -3 奥多;ff地域でf:fらオlたカミキリムシ.  1. ケブカマルクビカミキリ; 2. アラメ 、ナカミキリ; 3. クモマハナカミ
キリ.  スケール 、一 は5 mm.
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0東京都でムネモンコナガクチキを採集
ムネモンコナ ガクチキMycetoma sapporense

NAKANEは, 北海道札幌市で採集された個体に基つ
き, 1991 年に故中根i v彦 t専士によって記載された
種である. 者は, 東京都西多摩郡奥多摩町目原金
山にて本極を採集したので報告する.
5 頭, 28. X 2006; 11 頭, 3. XI 2006; 7 頭, 5. XI.

2006.  (採集者は全て 者)

図 l ムネモンー」ナ力 クチキとャニタケ

r
図2
図3
図4

-
'.f

~
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_ ' I t
・

4

.
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ムネモンコナ力 クチキ ( 東, '部産)
ムネモンコナカ クチキ1f1化型 ( 東J、都ilf )
チシマコナ力 クチキ ( l'1'森県1lf )

本種は,   初冬に発生するヤニタケ lschnodenna
resmosum に集まるが,  このキノコの発見が因難で
あるため非常に採集しづらい. ヤニタケは湿度の高
い所に発生すると言われており, キノコ採りの際は
結れ沢などを探すらしい. 成虫は, 大抵ヤニタケの
隙間や付け根の樹皮下に潜/しでおり, 採集するには
タハコの煙などによって追出すのが効果的である.
成虫は数日おきに羽化するようであるし, 他の甲虫
類もャニタケに集まるので, 継続して採集に訪れる
ならば, キノコを割ったり樹皮を剥がしたりするこ
とは得策ではない.
今回採集した個体には, 前胸背板の四つの黒い斑
紋が明確に分かれるものから, それらが広がって前
胸背板全体から頭部にかけて黒くなったものまで連
続的な差異が見られた. 黒い個体は, 同属のチシマ
コナガクチキM alfme NIKITsUKYと非常によく似
ている. 筆者は, 両種の触角, 小額ひげ, 前胸背板, 腹
板など比較検視したが, 差異は認められなかった.
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なお今回, Mycetoma属2 種の比較のために秋田
勝己, 尾崎俊資, 佐藤隆志, 豊?島売司各氏より貴重
な標本をご提供いただいた. 末筆ながら厚くお礼中
し上げる.

引用文献

中社ilf i1?, l991 . l l 本u) 雑中虫i;iえ,l' 7. 」ヒ IL州o)l- i ii, 38
l l ): 7- 9.

(東京部足立区, 木元達之助)

八重山諸島黒島のパパイアの枯れ葉にて得られた力
ミキリほか

2006 年7 月 l l 日, 採集以外の目的で八重山諸
島黒島に行ったとき, 偶然に体験したことを一生態
知見として報告しておく.
黒島島内には,  ごく一部であろうが亜熱帯系のか
なり発達した二次林 ( フクギほか) があり, その林
緑部に裁培したものか逸出したものか不明である
力', 樹高2 m程度の、パイァが点々 と生育してい
た. それらの幹の下部付近には, 黄色に結れかかっ
ている棄があったので,  まったく同気なくその結れ
葉をたたいてみたところ, 小さなヤモリのほか, 甲
虫がf可頭も落下してきた.  これに驚いて周辺のパパ
イアの同様な結れ集をたたいたところ, 次のカミキ
リムシ4 種とヒケ'ナガソウムシ1 種が続々 と得ら
れた. わずか 30分足らずのことである.
イ シガキ ゴマ フカ ミキリ (ヨナグニゴマフカ ミキ
リ) Mesosa(Msosa) yonagum HAYAsHI:4 頭
高桑正敏氏によれば亜種 kashiωail KusAMA et

TAKAKuwA に含まれ,  竹富島の個体にきわめて似
るという.
ア ト モ ン チ ビカ ミ キリ Sybra (S、bra) oshimana

BREUNING: l 5 頭
タ イ ワ ン チ ビ カ ミ キ リ Sybra (Sybra) pascoei

LAMEERE: 3 頭
ア ヤ モ ン チ ビ カ ミ キ リ Sybra (Sybra)ordznata

BATES: l 頭
ア カ ァ シ ヒ ゲナ ガ ソ ウ ム シ A raecerus tarsati s

SHARP: 8 頭 (平野幸彦氏同定)
パパイアの結れ葉など見向きもしなかったが, 結
れ枝に集まるフトカミキリ類がこれほど多数もぐり
こんでいたのには驚かされた.
標本を同定してくださった小田原市の平野幸彦
氏, および発表を勧められた神奈川県立生命の星・
地球博物館の高桑正敏氏に萬く感謝の意を表するも
のである.

( 神奈川県横浜市港南区, 新堀豊彦)
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渋谷のアリヅカムシ

野 村 周  平

No. l 60 (Dec 2007)

アリ 'ゾカムシを始めた頃のことだったと恩うが, 小田原の久保田正雄先生から l 個のアリッ カムシ標本をい
ただいた. 1941 年というから60年以上も前の標本だったが, 産地が“Shibuya”と記されていた (図 IA). 渋
谷といえば, 今や若者たちがたむろする東京屈指, いや日本屈指の繁華街である. 「紅灯の巻」なんていう古い
表現もありますが,  まそういう場所です.  アリッカムシの気配などはさらさら無い.
ところが久保田先生によれば, 60年前はァリッ'カムシが採れたという. 後に2 頭の追加標本をいただいた際
に, 採集された状況を伺ってみた. すると, 志賀昆虫へ行った折に, 道 (青山通り) の反対側で?':1ちた街路樹
があった (図 IB). 軽く崩してみると, 数頭のアリッカムシがわけなく採集できた,  とのことだった. 朽木性
のアリッ'カムシであることはこの状況から間違いないだろう.
それでそのアリッカムシ標本の本体は何であったかというと,  これが少なからず間題のあるものだった.

Batrisodesgaltoisi JEANNELという種で, JEANNEL( l958) により記載されたものである (図 IC-F).  タイプは

E. GALiotsが1911 年8 月に採集した標本で, “Chuzenji, a Senjuga”とあるので, 中禅寺湖千手が浜のことで
あろう. “Prlefecture Tokyo”とあるが, 無論栃木県が正しい.
採集データはさほど問題ではない. それでは何が間題なのかというと, 亜属の分類である. 記載時には本種
はE:xcat,odes亜属に分類されていた. 確かに本種は他のExcaυodes亜属のタカオトケ' B dorsatis JEANNELや
アラメトケ' B. stipes(SHARP) のように, 雄の前頭部に二次性徴が現れる.  しかし一方,  ヨー ロツハの名義タイ

、

、

・

ii

図1 Batnsodes (Batrisodes) gauoisi JEA.、' EL カ' ロアオニアリ ' / 力ムシ.  A. 渋谷産標本のラベル; B. 現在の渋谷 (宮
益坂上から渋谷駅方[面; 左手、ス停は渋谷2 J-目,  ,'i・山通り向かいの左手奥に.ti l i i i li1の店= 黒 印) ; C. 渋谷産

; D. 同♀; E. 北海適産 ; F. 町田市産 .

- 7 -
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C0LEOPTERISTS' NEWS No. 160 (Dec 2007)

プ亜属や日本, 北米から知られるPubimodes亜属の種と同じように雄の触角第10節も膨大し, 分泌腺をそな
えるのである.
和名にも若干の問題があった. タカオトケ'と同じ亜属なので, 「ガロアトゲァリッカムシ」とすると, 現在の
ガロアフサヒケァリッ'力ムシBatrisoplisusga11oisi JEANNELのI目名と同じになってしまうのである. ちなみに
この種は, 保育社の甲虫図鑑でこのように呼称されたが, 体表にさしたるトケ'もなく, 第一タカオ トゲなどと
はずいぶん離れた分類学的位置にあるので, 「トケァリッカムシ」と呼ぶにはふさわしくなく, 上記のように改
称された(NoMuRA,2001). 渋谷の種のほうは野村(2002) によって, 「ガロアオーアリッ'カムシ」と呼ぶことが
提唱された.
このガロアオニの亜属の分類については, 筆者が2007 年2~3 月, パリの自然史博を訪れた際に, Batriso-

des属の各亜属のタイプ種と比較検討した. その結果, 属のタイプ種であるB delaPorti AuBt ( ヨーロッパ産)
に近いとして, 近似のB. tlatgus KuRBATov (国後島産) およびB tornatilis KURBATov ( ウスリ一沿海州産)
とともに名義タイプ亜属へと移した(NoMuRA,2007). ただしこの論文で, 文末の一覧表に多くの誤りがある.
日本産各種の学名で, 亜属名の略称を, Excaυodes亜属は(E), Pubimodes亜属は(P) とすべきところ力', 全部
(B) となってしまっている.  この場を借りてi丁正させていただきたい.
ここで登場したBatnsodes属のタイプ種, B delaportiについても簡単に記しておきたい(図2).  この種は
ヨーロッパのァリッ'カムシとしては珍しく, やや北方に産し,  フランスではパリ郊外のブローニュの森 ( タイ
プ産地) やフォンテー ヌブローの森などにみられる(JEANNEL, l950). 逆に南仏の地中海岸には少なく, イタリ
アでは珍品という (Fernando ANGELINI博士私信). 野付は目本ウ ォーグ社刊「昆虫の写真図鑑」 を翻訳した
際に, 本種に「ブローニュムネトケァリッカムシ」という和名を与えた (野村, 2000). 大型の好蟻性種で, 朽
木などに営集したケァリ類の果から採集される. 今回比較に用いた個体はスロ、ギアのぺテル' ハラバチュ博
士との交換で得たスロバキア産の標本である (図2A). ,l:,い文献ではB.DetaPorteiとつづられることが多い.
フ ロ 一ニュの雄は前頭部が三角形に突出し, その先端両側に小さな一対の毛東をそなえる (図2C). 触角第

10節は球形に膨大し, 下面に分泌器官の開口部がある (図2F). 第11 節下面にはBatnsodeuus属にみられる
ようなカギ状突起がある (図2E).  また, 中脚けい節内面には中程に小練があり,  ケッメ (端部) もあるがあ
まり発達しない. 後脚けい節先端の毛東はあまり長く発達しない (図2G).  これが名義ダイブ亜属の特徴であ
り, 日本産のガロアもそうなっている. しかし同じ名義ダイブ亜属に分類されるB ocutatusには長い毛東があ
り, 必ずしも徹底されていない.
ガロアオニァリッ'ヵムシについては,  タイプ標本以降, 追加記録は一切ないので, 現在の分布は本州 ( タイ
プ産地のみ) ということになっている. 以下に, 渋谷を含めて, 手元にある標本の記録を残しておきたい.

<採集データ> l (図 IE), 三国峠 (上川一幌加内町),  トラック・ トラップ (4~7 PM), 29.vi 2002, 堀
繁久採集; lc,フ', 栃木県藤岡町渡良瀬遊水地, 28.111.1999, 大川秀雄採集; 1f2 (図 IC, D), 東京渋谷, 26・
v. lg41, 久保田正雄採集; 10''5 (図 IF), 東京都町田市成瀬, 15.vi.1996, 吉田進採集; l ・  岐阜県平湯温
泉, 24.viii.1987, 野村周平採集.

<分布> 北海道, 本州.

謝  辞
本稿を作成するにあたり, パリ自然史博物館所蔵コレクションの関覧を許された, 同博物館の Thie「「y

DEuvE博士ならびにTaghavian AzADEH女史に厚く感謝の意を表する. また, 貴重なァリッカムシ標本を意
与された以下の方々 に厚く御礼中し上げる(順不同) : Peter HLAvAe( スロバキア), 久保田正雄 (小田原市),
大川秀雄 (栃木県), 堀繁久 (札幌市), 吉田進 (町田市).

引用文献

JEA、 ci, R.. 1950. Pselaphidae. Faune do France, (53): l-421.
JEAN、a , R., l958. R6、,ision des Pselaphides du Japon. Mm. Mus. Nat. Hist.. Pans, IA), l8: l -138・
NoMU-RA, s,2001. Taxonomjcal re、-jew and a list of the pselaphine species(Staphylinidae, PSelaPhinae) known f「om

Japan. Etytra. Tokyo,29:141-161.
NoMURA. s,2007. Taxonomjcal notes on the Japanese species of the genusBatrtsodeS REITTER, With a desc「iPtiOn of a

new species from Yonagunjjjma Island of the Ryukyus(Coleoptera: Staphylinidae: Pselaphinae). Ent・ Ret'・ Japan,
62: 51-61.

野村周 l ,  2000 ァリ ッ'ヵムシのなかま.   ジョージ= C. マクガゥ ァン者,  野付周平監修 「11虫の'11!1''図鑑」,  259 PP・, 日本

ウ ォーグ社,  東1,,  p.127.
野付周平, 2002.  ァリッ'カムシ類. 本県林務部自然環境無Ill 「とちぎのi;壊動物」,  PP263-278.

( 国立科学博物館動物研究部)
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甲虫 =ユース

0ヵデサホソキコメ ツキ石垣島の記録
カデサホソキ コ メ ッ キ Procoraerus kadesanus

OHIRA, l969 は西表島から採集された複数の個体に
基づいて新種記載された種である.  これまで八重山
諸島の西表島, 小浜島, 黒島, 渡照間島から分布か
記録されている. 最近, 大平・ 楠井 (2006) は慶良間
諸島の屋 比島から, 鈴木l2006) は与那国島から
相次いで本種を記録した.  しかしなから当然分布し
ているであろうと思われた石垣島からは, 不思議な
ことに記録されていなかった. 事者は石iii島で本種
を採集しているのでここに記録しておく .

l l , 石垣島 名蔵浜, 2.V 2002.
l早, 石垣島 名蔵浜,  l8. VI 2005.
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採集した両個体は海浜のモンハの花から得た.  本
種の上 黒斑は変異のあることが知られており,  今
回得られた両個体は共に斑紋は未発達で, 非常にう
すいものであった.  本種の形態等は大平 (2005) に
詳しく紹介されている.

参考文献
OHIRA. H.,1969. The Elateridae of the R、'uk、u Archipel-

ago. VII. lColeoptera). Buf f. Japan ent., 4(8): 27-32.
大、l' f_大, 2005. 解求・ ハ.!f i lm島ll整コメッキムシ類 )分
布,ILl録(21. 111!i!ニュース, l l51):7-10.

大、l' l 上・ 的1、-義久, 2006. 1球列島小島 Io ) コメ ッキム

シ (3). JI 「;11むし (429): 34-39.
合本 1、j, 2006. j那同島における力デサホ'ノキコメツキ

) ll録. 111.11!ニュース, ( l 54): 27.
( 大阪市住吉区, 有本久之)
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第 160号 (2007 年 12 月 )

0ヨツポシケシキスイ黒化型を東京都で採集
ヨ ツ ポ シ ケ シ キ ス イ z'0rodor J'aPomcus

M oTsc Hし,LsKY の 赤紋力'完全に消実:一した黒化型
を, 同- -年に同一地点のクヌギ樹液で2 例採集し
た. 本種の黒化型について言及した文献を11者は見
いだすことはできず, 希な例と思われるので報告す
る.
1 f, 東京都板橋区西台1-3,8. VI 2003, l f, 同地,

27. VII 2003, 筆者採集・ 保管.

( /r側2 個体か1.ll化型)

採集地点は斜面地に帯状に連なる雑木林で,  ク ヌ
キ,  ケヤキが多く,  面横は計1 haほどであった.
2003 年 l2 月,  この林は環状8 号線取付道路建設
のため伐採され, 永久に消減してしまった. 本種は
孤立した小さな樹林地にも生息できる種のようで,
当地でもその個体数は多かった. 板橋区内全域にも
生息地は散在し, 市街地化が早くから進んでいる区
の南部地域でも生息地はまだ残されている.
図鑑類にはァカハラケシキスイなど同属他種の上
題赤紋の消失などの変異については述べられている
が,  ヨツポシケシキスイの変異についてはf"Jも書か
れていない. 全くの印象的な判断であるが, 筆者力'
所持する同地で2000年から2003 年に採集された
9 個体を含む, 板橋区内産本種計 l5 個体にも赤紋
の縮小などの変異は認めらない.

( 東京部板橋区, 釣巻岳人 )



C0LEOPTERISTS NEWS

0鹿児島県大隅半島におけるクシヒゲチャイ ロコメ
ツキダマシの採集例
クシヒケ'チャイロコメ ッキダマシ Hodocerus

:malaisietlsis BoNvouLoIR, 1870は, 伊豆諸島, 黒

島, 屋久島, 琉球, 台湾,  インドシナ, マレ一諸島
に生息することが知られている (久松,  1985). 筆
者は,  これまで記録のなかった, )1.州南部で採集さ
れた本種の個体を検することができたので,  ここに
報告したい.

1  (17. 0  mm) , 鹿児島県19f属郡南大隅町杉山谷
9. VII 2005, 野田 i i採集.

l (l4.5mm), 同地, 20-21.VII 2007, 同氏採
集.

--
f

一

・
1

t

「
◆-
「

 
一

、

◆,
・ ・

写真 l : (,''' ; 2:

「

f
2

日本に生息するコメッキダマシの中では, 最大級
の部類で, 他の大型種とは触角が雄では強く, 雌で
は弱く櫛歯状となることにより容易に区別すること
ができる.
記録するにあたり, 貴重な標本をご提供いただい
た, 野田亮氏に厚くお礼中し上げる.

引用文献

ク、松定成, 1985. コメ ッキダマシ科. ';u1事良彦 ・ ク、松定

成・ 佐々治1 :,   原色[1 本甲!11.図鑑f il l): 42-51
(pls 8-9). 保育it, 大販.

(東京部世田谷区, 鈴木 亙)

No. 160 (Dec 2007)

0 Atanggnathus Juang SMETANAを本州で採集
本種は台湾で採集された個体にもとづいて l995
年に記載された種であるが,  その後 Y. SHIBATA&
T. WATANABE(2006) は目本の南西諸島にも分布し
ていることを報告した.  このたび'華者は横浜市で採
集した標本を整理していたところ, 本種が含まれて
いることが判明した.  これは本州からの初記録とな
るので報告する.

i:Si
:,

_: '

3exs. 横浜市緑区新治市民の森,  13. IV 2001,
筆者採集
念のため確認していただいた柴田泰利氏による
と, 「この個体はオス交尾器などの特徴から本種に
間違いないが, 台湾や南西諸島のものに較べると上
迎後縁の赤黄色帯が広く, その点ではA terminatis
(ERIcHsoN) に似ている」という趣旨のコメントをい
ただいた. 恐らく九州や四国にも分布していると考
えられるが,  それらがどのような特徴を示すのか興
味あるところである.
種名を確認のうえコメントをいただいた柴田泰利
氏にお礼中し上げる.

参考文献
SHIBATA. Y. & T. WATA、'ABE,2006. New 「coO「d Of Atan.、'-

gnathus j t‘a' lg SMETA、' A (ColeOpte「a, StaPhyl-
j nidae) from Ryuk yu Islands. Southwest Japan.
Elytra. Tok、,o 34(2): 326.

(藤沢市, 渡辺 崇)
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甲虫ニュース

0東京都における甲虫類2種の記録
者は東京 虫目録 (平成19 年10月現在) にお

いて記録のない甲虫類2 種を, 東京都世田谷区内で
採取しているので以1、に記録する.
1.  セマダラナガシンクイ Lichenophanes carin-

etPemis LESNE
本種は:i一に西口本に分布し, 関東地方での記録は
少ない. 部内でも観察されているが記録はないよう
である.

l ex., 東京都世田谷区世田谷総合運動場, 5. VIII.
2006, 複間, 立ち結れたェゴノキの樹皮で確認.

2 exs., 東京都世田谷区世田谷総合運動場, 5. Vm.
2007, 1 頭は集積された広集樹の幹上で採取した.
もう 1 頭は同じ木の直径2~3 mmほどの丸い穴か
ら出てくるところを採取した.  この木には同様の八
が多数あり, 本種の羽脱痕であると思われる.
2. ハスオ ビク チ ブ ト ソ'ウムシ Corymacronus

costu latus MOTSCl lULSKY
1 ex., 東京都世田谷区石占公園, 25. VI 2005 (写
真 ).
本種は森本ら(2006) によると,  わが国では岐阜,
兵庫, 岡山県下で局所的に採取されているとされて
いる. 今回確認したf占公園内にはェノキ, ムクノキ,

写真 ハスオビクチブトソウムシ

第 l60号 (2007 年 l 2 月 )

ヤマザクラ等の広集樹の高木林があり, その林床の
草本 上で採取した.

参考文献
森本 tt ・ 小島,?、昭・ 宮川(i昭, 2006. 7、HE 1,N'SECTS

OFJAPA.、,'. 3:205-206.278,394.
東京都本i :部i i Il l;i,作成プロジェクト, 2007.  東京i-l! .l
目録(http: homepage3.nifty.com/TKM/).

( 世田谷区,  山崎裕志)

0東京都世田谷区におけるタマムシ類の追加記録
者は本誌147 号 ((2004) において, 東京都世田

谷区未記録のタマムシ8 種を記録したが, その後,
同区において記録のない以下の3 種のタマムシを
採取しているので追加記録する. なお, 採取者はす
べて筆者である.

1. シラ ケナガタマムシ Agrituspi1osotlittatus E.
SAし'NDERS
1 ex., 石占, 20.V 2006, 自 tベランダで採取.  付
近には藤棚を有する公園もあり, そのような環境で
発生しているものと思われる.
2. ミッ ポシナガタマムシ A s f n n ota加s E.

SAU;NDERS
1 ex., 桜丘 (すみれば自然庭園),  5.V 2006, 園
内のアカメガシワ業上で採取した. 庭園内には発生
源と思われるァラカシ・ シラカシの高木やそれらの
洛枝が見られる.  なお, 本種は東京昆虫目録 (平成
l9 年10月現在) によれば東京部からは未記録のよ
うである.
3. サシケ'チビタマムシ Trachys robusta E. SAUN-

DERS
l2 exs., 成城 (神明の森みつ池),  26.VIL2007,
スダジイの集のスウィー ビングにより採取した. 棄
には多数の食痕が見られた.
なお, 前報 (147号) では, マサキナガタマムシ

Agntus euonymi ToYAMAが世田谷区を基産地とし
ていることを見落としていたので, 世田谷区産とし
てここに追記する. 本種はマサキ生垣の減少ととも
に部市部では確認しづらくなっており, 世田谷区
(1988) にも記録されていない. 筆者は以下のように
本種を採取しているので参考として記録する.

1 ex., 桜丘 (すみれば自然1延園), 24. VI 2006,
園内の低木葉上で採取.
末筆ながら, 一部の種を同定していただいた関章
弘氏にお礼中し上げる.

参考文献
秋山載-l f ・ 大桃定I t, 2000. 世界のタマムシ大図鑑, p.

272. むし社.
tt1-m(t区,  1988.  ttl田谷区自然観索シリーズ11. せたがや
動物ガイド, p. l62. tt l田谷[f.

東京都本 l :部l l ,1!目録作成プロジェクト, 2007. 東京i i
t」録(http: homepage3.nifty.com/TKM/).

山崎裕,. , 2004. 東,,都tl i田谷区におけるタマムシ類数 l
o)記録. lt1虫ニュース, (l47): l9-20.

( 世田谷区,  山崎裕志)

l 2 -
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0ハラア力 トゲパコメツキダマシの雄について
ハラ ァカ トケ'バコメ ッキダマシ SP加 fornax

miurat NAKANE, l987 は, 鹿児島県屋久島の白谷で
採集された2 個体の雌標本に基づいて命名記載さ
れた である. その後の記録はなく, 雄は依然とし
て未知であった. 最近, 筆者は, 本種の雄個体を検
することができたので,  ここに写真とともに紹介し
たい.

1。r', 鹿児島県屋久町白谷,  17. VII 2007, 西野久
雄採集 ( K者保管)  
体長: l3.5mm; 幅: 3.3mm. 黒色. 触角は赤褐
色の1 ・2 節を除き黑掲色. 脛節, 開節は赤褐色. 腹
部順面は暗赤色.  iは掲色. 触角はひも状で, 短い
が, 先端節は前胸後角にかろうじて届く. 頭部前緑
はやや平圧され, 後方部はやや膨隆する. 前胸背板
は強く膨隆し, 表面には小さな点刻を密布する. 上
は表面に強い光沢力'あるが, 角度によってはオ
パール色の光沢もある. 題端部はそれぞれ狭まり,
鋭く ' ﾀる.  「l、は内側に切れ込みが り , 2 歯となる
原記;被に用いられた雌個体には, 前日fl背板に中央
部に一対の円い凹みが認められるが, 今回調査でき
た雄個体には, そのような凹みは見られなかった.
日本には, 本種に似た大型のコメツキダマシが同
種もいる力', 慨O'が赤色で る特徴により , 容易
識別することができる.

引用文献

中根 ll9:,  l987.  ll 本のコメッキダマシ類についての覚え

器

A

尾交難

l
l ,

 
A

一

C : A. 胞面,
B

B: 側面, c: 背面

c
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Itき. JI 「1」むし, (198):7- l l.
(東京都世田谷区, 鈴木 亙)

0四国におけるウメヤルリ ミズギワゴミムシの記録
筆者らは,  力ミキリムシ科甲虫を採集する目的
で, 2006 年7 月26 日に小田深山f美谷において燈
火採集を試みた. その際に 来したゴミムシ科甲虫
を森田誠司氏にお送りしたところ, 四国から記録が
ないと思われるゥメヤルリ ミズキ'ワゴミムシ l l3em-
bidion(Peryptius) umeyai HABU) が含まれていたと
連絡をいただいたので,  ここに報告をする.
なお, 標本はすべて, 森田誠司氏が保管している.
t el ' 1 , 0damiyama, alt. ca. l,000m, Uchiko
To ,゙n, Ehime Prof., 26. VII 2006, T. KURIHARA
leg.
森田(2001) によると, 本種は生息環境が特定さ
れておらず,  ミズギヮゴミムシの中でも非常に少な
い種類のようである. 本個体は, 河原からわずか数
十メートルの見晴らしの良い場所で, 燈火採集を
行った際に飛来した.
来 ながら, 本種の同定, 関連文献の提供ならび
に発表を進めて]買いた森田誠司氏に厚く御礼中し上
げる.

引用文献

HABL・, A., l 959. One new species of Bembidion from
Hokkaido(Coleoptera. Carabidae), Kent、u,27:257-
2 59.

翻ll ﾝ" t2001.  ウメヤルリミズキ 'ワコ'  ミ シについて

i ll'l俊文l、5 L-記.' t論文集,  東海l l虫it:: 293-296.
(愛媛大学農学部,  栗原 隆,  山迫淳介)

言ト報
東海地方のアマチュア甲虫界のリーダーとしてご
活躍してこられた穂積俊文博士 ( 前目本革肖越学会名
占屋支部長) が, 去る平成 l9 年6 月21 日にご逝去
されました. 享年81 歳でした.
穂積先生は, 主に地元である東海地方の甲虫相の
解明に精力的に取り組まれてこられましたが, 文献
類に明るく, とくに力ミキリムシでは都道府県別に
文献記録を整理され, l984 年に発行された識談社
の「目本産力ミキリムシ大図鑑」では, 故・ 草間1理
一先生とともに,  ヒメハナカミキリ類を除いた日本
産ほぼ全種について分布図の作成を11ヨ当されるな
ど, その活動は地方に留まるものではありませんで
した.
革肖題学会の前進である第 目学会が設立される
と, いち早く名,i」屋に支部を組織し, 若手の発掘,
育成にも力を注がれるなど, 当学会や目本の甲虫界
の発展に果たした功績は決して小さなものではあり
ませんでした. 心よりご冥福をお祈りいたします.
甲虫一ユースでは, 穗積先生を健び, 次号に追悼記
事を掲載します. (長谷川道明)



甲虫ニュース

◇2007年度採集例会報告◇

2007 年度目本華高超学会採集例会は7 月21 日か
ら22 日にかけて,  四国剣山において行われた.  日
本甲虫学会との合同開催は l998 年以来10年間継
続している. 剣山で採集例会が開催されるのは
2004 年度に続いて2 回日である.
参加者は日本鞘 学会,  目本甲虫学会両方合わせ
て40名であり, 合同採集例会の参加者が40名に
到達したのは久しぶりの盛況であった.
今回も現地幹事である徳島の吉田正隆さんに全て
おまかせして,  目本鞘 学会と目本甲虫学会の合同
調査研究会ということで入林許可を取っていただく
等のお膳立てをしていただいた.
今年度は前半の気温が低かったせいであろうか,
例年に比べて虫の発生が遅れ, 2004 年に採集でき
たムナミソハナカミキリなどの7 月下旬をピーク
とする種の採集には時期が早すぎたが, 代わりにオ
オクポカミキリやPidoma類を採集でき, セダカコ
ブヤハズカミキリも相当数が採集されている.
今年のトピックスは7 月21 日の夜に行われたナ
イター採集が大当たりであったことである.
カミキリムシではハンノオオルリカ ミキリ, ホソ
ヒゲトケ'ムネカキミリが飛来した以外に, 剣山初記
録と思われるシロスジカミキリが, 筆者, 松本忠之
氏, 近藤文男氏で1 頭ずつ採集したのを含めて全部
で4 頭飛来した. 他の甲虫としてはムラサキスジア
シゴミムシやガロアムネスジダンダラジコメッキ等
の中堅どころの甲虫がかなりの個体数で飛来した.
1 頭ではあるがシロジュウロクホシテントウも得て
いる.  ガロアムネスジダンダラコメッキに混じっ
て, 黒色で小型のシコクムネスジダンダラコメッキ
と思われる個体が混入しているのに最近気づいた
が, 昨年の稲子湯の採集例会でゲットしたキムネス
ジコメッキとあわせて, 採集例会でムネスジダンダ
ラコメツキ属を3 種ゲットしたことになる.
ナイター以外でも,  トライクビチョッキリを初め
とするソウムシ類やミヤケムネナガコメツキをはじ
めとする関束では採集が難しいコメッキを何種も採
集できたのも嬉しい収楼である.
水野弘造氏の手元に提供された島頭尾違一氏の採
集品の中にはシコクオオズナガゴミムシ,  ツルギヤ
マナガゴミムシに加えて, ニホンムネスジダンダラ
コメッキが含まれていたとのことであり,  コメツキ
採集には実に面白い採集地であるといえる.
最後に紙面をお借りして, 現地幹事をお引き受け
いただき, 楽しい採集の機会を提供していただいた
吉田正隆, 黒田祐次のご両名, 及び今回もナイター
設備をご提供いただいた高知の中山紘一氏と吉田正
隆氏に対して心からのお礼を中しあげたい.

(横浜市青葉区, 大木 裕)

第 l 60号 (2007 年 l 2 月)

◇日本鞘趣学会名古屋支部会大会のお知らせ◇

日本鞘翅学会名古屋支部会の第29 回大会を, 2
月 l7 日 (日) に, 下記のように開催いたします. 多
くの皆様のご参加をお特ちしております.
なお, 本会は学会員以外の参加も大歓迎ですの
で, お知り合いの甲虫好きの方をぜひお話いあわせ
の上, ご参加ください.

記
日 時: 平成20年2 月17 日(日) 午後13:00~

1 7 : 0 0

(会場は,  10時から使用できますので,
会合, 談話などにご利用ください)

会 場: 三重県環境学習センター (三重県四日市
市)
http: www eco. pref rule. jp / forum/
cen ter /center l.htm

テーマ: 東海地方の甲虫の保全を考えよう
招待講演: 西原昇吾氏 (東大・ 院 農学生命科学研

究科保全生態学研究室)
「水生甲虫の保全~採集圧の与える影響
と保全の実践活動およびその効果につい
て~」

招待講演のほか, 東海地方各県からの甲虫保全に
ついての報告を予定しています.
当日, 名古屋支部会でも蘇虫会 ( タトウの中に
眠っている虫, 標本箱の隅に何となくおいてある虫
の寄購, 交換会) を開催します.  この機会に貴重な
標本を活かすため,  こうした標本をぜひお持ちより
く ださ い.
※大会終了後, 想親会を開きたいと思います. お酒
を飲まれる方は, 絶対に飲酒運転のないようにお
願いいたします.
※お車で来られない方は, 近鉄四目市駅からの乗り
合わせの手配をいたしますので, 世話人 (長谷川
道明 hasegawa-michi@msi.biglobe.ne.jp) ま
でご連絡ください.

◇甲虫ニュースに投稿される方へ◇

原稿をワープ口で作成される場合,  刷り上がり2
頁を超える報文は l 行49 字, 短報は1 行23 字に
そろえ, FDやCDとプリントアウトした原稿を l
部つけ下記宛にお送りください. 写真等が複数ある
場合は, 余白などをうまくカットして組み合わせた
図版を作成してください. 付図がない場合には, 原
稿を電子メールの添付ファイル (一太郎かワード )
でお送りくださってもかまいません. なお, その際
は, 迷惑メールと区別できるよう, 件名の中に「お
名前と甲虫ニュース投稿」 を必ずお入れください.
原稿送付先: 鈴木 亙

〒l56-0053 東京都世田谷区桜3- l4-18
電子メール: elater@bO8.itscom.net

- l 4 -
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◇日本鞘翅学会第20 回大会報告◇

第20回記念となる今大会は, 初めての開催地と
なる越前の福井大学で行われた. 当初は佐々 治重之
先生か大会委員長を務められる予定で話が持ち 上
がったものの, 急連, 先生がご近去なされたため,
今大会は保科英人氏が大会委日.長兼実行委員長とい
う形で開催された. l l 月3 目から2 日間行われ,
一般識演の口頭発表が9 題, ホスター 発表力' 8 題,
その他に分科会が5 つ設けられ,  参加者数は92 名
であった. 地方での開催であったことを考慮すれば
たいへ/しな盛会であったといえよう. 特別識自は発
置湖博物館の中井克樹氏に 「ブラックバスが 虫を

食う !   ~バスは虫で生き延びる~」の演題で識油
いただき, 特別講演のあとに続いて開催されたシン
ポジウムでは「種多様性の保全と日本 学会が果
たすべき役割」 と題して, 5 人のスピーカーの話題
提供かあった. 特別識演とシンポジウムを連動させ
たため, 活発な議論ができたことは大きな収種であ
ろう. 一般講演でも保全に関する最新の報告力iあっ
たり,  これまでメールのやりとりだけで行われてい

た自然保護委 会が, 初めて顔をつき合わせて議論
する場が設けられたりと, 保全に関する話題か目
立ったのがム・回の大きな特徴であった. 数年前から
保全に関連する発表がなされていたが,  ここにきて
その胎動は着実に大きくなり, 新たな局面を迎えて
いると感じた2 目間であった. 少人数で準備を行わ
ねばならぬ状況にもかかオ) らず, 有意義な大会を連
営いただいた保科氏と保科石f究室の学生諸氏にお礼
中し上げたい.
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◇会計報告◇
2006 年度决算 (2006 年1 1] I l l ~ l211 31 1] )

収 入 l 算 1, 算 l l '1 l成

前' I l l繰越金
会'f 'i
広‘t i f f
出l被物・,t 1 : 金
離 入

2,000.000円 2,1 35,36-l 円

i,200.0 00 4,46-1,000
60.000 60,000
50,000 l 79,550

0 272

l 35,364 円

264,000
0

l 29.550
272

合 6.310.000 6,839,l86 529. l86

文 出 ] , 算 lj ' 算 増 減

会しl:lJ刷i 't
(Ely tra1 2.200,000円 2.608.09511]

会11印刷f'i
( ll l 祉 jュー ス ) 1.000.000 1

, 138,-11 0
会,一送料 720.000 735,191
通信't t 150,000 18.000
'l端tドt l 50.000 75.766
大会助成f t 100,000 100.000
],備'f'i 50.000 40,56・i
次年度繰 金 l ,940,000 2,123. l60

408.095 円

138,410
15.l91

132.000
7-1.234

0
- 9,43 6

l 83. l 60

nl- 6,3 10,000 6,839,186 529, l86

2. 特別会ul-2006 年度决算

入 文 出

前年度操 金 3,222,007 円次年度繰越金 3,222,275
利.f l 26 8

ut 3.222.2 75 3.222.275

(庶務幹事, 岸本年郎)

15

(会計 ] 、'1, 斉藤明子)

◇会 動静◇
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◇学会の発行物 ・ パックナンバー販売委託先◇
是虫文献 六本脚
TEL /FAX: 03-5625-6484
E-mail: roppon-ashi@kawamo.co.jp
URL: http:. , kawamo.co.jp/roppon-ashi /
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昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ 1
日本ではじめて出来たステンレス製有頭 虫 ,

針00, 0,1,2, 3,4, 5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器只一一切豊富に取 :

り揃えております。 1
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 1 丁目7-6 '

振 替 00130-4-21129 1
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番) :
F A X (03) 3409-6160 ,

(カタログ賠呈)   (株)志賀昆虫普及社 :


